
６年 理科

「電気と私たちの生活」
～プログラミングスイッチを使って

省エネの仕組みを作ろう～



指導案（本時）



電気を効率よく使う仕組みについて考えよう

電気を効率よく使っている道具の仕組みについて考えたあと、グルー
プごとに発表し情報を共有。身の回りにはたくさんの省エネのための
仕組みがあることに気付くことができた。



扇風機（人感センサー）のプログラムを考えよう

センサーと回路
のつなぎ方

全体でプログラムを考える 実際にプログラミングし、
動くか試す。



玄関の外灯（人感・明るさセンサー）の
プログラムを考えよう。

センサーと回路
のつなぎ方

LED
（発光ダイオード）



玄関の外灯（人感・明るさセンサー）の
プログラムを考えよう

まず、グループでプログラムを考えて･･･ 考えたプログラムをプログラミングする。



玄関の外灯（人感・明るさセンサー）の
プログラムを考えよう。

児童が考えた玄関の外灯のプログラム



最
後
は
、
全
員
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
示
し
、
情
報
を
共
有

し
合
っ
た
。

まとめ
コンピュータとセンサーを使って、仕組みができている。
省エネの仕組みはプログラムされている。



板書



成果
○ 電気を効率よく使う仕組みをプログラミングする活動を通

して、自分が意図する一連の活動を実現させるための動きの

組み合わせを考えることができた。プログラミング的思考力

を育む活動につながった。

課題

○ 理科の学習のねらいを達成するために、プログラミングを

有効的に活用する授業づくりについては、まだ課題が残る。

さらに、研修を重ね、ねらいを確実に達成するための授業展

開を考えていきたい。


